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 スラブが梁を介さずに直接柱と一体化されたフラットプレート構造は、室内に梁型がないことから自由な空間構成を可能

にする構造形式である。しかし、地震力を受けた時に、スラブに発生する曲げモーメントによってパンチング破壊が生じや

すいこと、また、スラブの曲げ耐力算定に寄与するスラブの範囲が明確でないことから、既報でフラットプレート構造の構

造実験を実施し、曲げ耐力に寄与するスラブの範囲を明らかにするなどの基本性能を確認した。しかし、柱周りに設備配管

用の開口を設けたスラブや、バルコニー等の跳出し部がない側柱や隅柱に取り付くスラブのせん断耐力（パンチング耐力）

の評価方法、さらに、地震時のスラブの有効幅の算出方法など不明な点が多い。そこで、柱とスラブの相互作用を明らかに

し、設計法を確立することを目的として構造実験を実施した。

構造性能を確認するためスラブと柱で構成される部分架構実験を実施し

た。フラットプレート構造を適用する建物と実験対象部位を図－１に示す。

柱断面 900×900mm、スラブ厚さ 350mm、柱間距離約 7,000mm で、建物に

は梁型はなく、建物外周部にはバルコニー等の跳出しスラブを設けない形状

とした。試験体は、スラブの有効幅、曲げ耐力および変形性能を確認するた

めスラブの曲げ降伏が先行するように計画した 5 体、パンチング耐力を確

認するため、パンチング破壊が先行するように計画した 4 体の計 9 体であ

る。加力は、柱に一定軸力（η＝0.1）を与えた状態で、上下柱のスラブ両端

部の加力点変位を逆対称に制御した。

実験により、フラットプレート架構の構造性能を明らかにし、設計法を提案した。主な結論を以下に示す。

ⅰ．柱周りに設備配管用の開口を設けた場合でも適切な開口補強筋により、無開口と同等な構造性能を確保することがで

きる（図－２、写真－１）

ⅱ．柱周りに開口を有する場合やバルコニー等の跳出し部がない場合の影響を考慮した提案式によって、パンチング破壊

した試験体の曲げモーメントを評価できる

ⅲ．スラブの有効幅は、加力方向と加力直交方向のスパン長、それらのスパン比、柱形状を考慮した弾性理論で近似する

ことができる

＊技術研究所建築研究グループ ＊＊東日本支社建築設計部

図－１ 対象建物と実験対象部位 

写真－１ 実験状況（破壊状況） 
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図－２ 実験結果例（荷重変形関係） 
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